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次の舞台に打って出る

～誰もがマネしたくなる”革新モデル”を自らつくる～
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経営革新に踏み出した企業たち

名古屋のテント屋が仕掛ける「海外市場開拓」
2020年のオリンピックを好機に初の海外進出を目指す

海外の高等教育
機関と正式提携

国内外市場の急拡大

 2020年のオリンピックに向けて…

技術者育成+2020年以降の海外支社立ち

上げに向け海外人材育成に着手

✓ 国内の市場が急拡大。技術者の養
成・確保が急務に。

✓ 海外市場の急拡大を予測。現地に精
通し、JAPANクオリティを持った人
材を確保したい。

 経営革新が生まれた流れ

現地に精通した人材の

募集・育成
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経営革新に踏み出した企業～伝統産業の革新～

宮内庁御用達 老舗漆器メーカーの「新商品企画」
年商1億円以上売り上げる外国人向けヒット商品を開発

年商１億円の

事業に成長

海外販路開拓を目指す

 宮内庁御用達 老舗メーカーなのに…

✓ 販売に苦戦。海外販路開拓をめざ
し、成田空港内免税エリアに店舗を
オープン。

✓ 当時、商品は日本人向けのものばか
り。外国人向けの漆器を活用した新
しい商品開発、ブランド立ち上げを
する人材を募集。

 経営革新が生まれた流れ

ターゲットに合わせた商品開
発ができる人材の募集・確保

初年度売上2,400万円
店舗にある390商品のうち
売上１位に。
新作はつくらないと断言し
ていた職人も新商品に意欲
的に。
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ゴールドマン・サックス中小企業経営革新プログラムとは

挑戦したい経営者とともに、事業計画づくりからインターンシップを

活用した実行段階まで、新たな「中小企業の経営革新」モデルとなる
ような経営革新プロジェクトを応援します。

経営革新を考える経営者 ともに挑戦するインターン生

ブラッシュアップ

新たな経営革新モデルに

両者をつなぐ
経営革新プロジェクト

メンター 事務局

サポート

5



導入費用の助成

コーディネート
実務サポート

プロジェクト設計 活動支援金 参画

寄
付
金 大学生

地域の中小企業で新
規事業・新プロジェ
クトに参画したい若
者を全国から募る

全国の中小企業50社

若者と共に新事業に取り組む全国の企業

コーディネート機関

パートナー関係にあ
る全国約30地域の
コーディネート団体

導入会費

大学

全
国
恊
働
告
知

経営革新へ
新規事業や販促・マーケティングの

新展開を通して新しい挑戦のステージへ。

本プログラム全体概要について

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

プログラムへの共感・連携

自治体 経済団体

ゴールドマン
・サックス

メディア
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採択数と対象企業

業種、業態を問わず、「経営革新を起こしたい」という意欲ある中小企
業の皆さまが対象です。

企業要件（詳細は公募要領をご確認ください）

組織形態｜法人格を持つ組織（法人格の種類は問いません）

運営実績｜法人格を取得してから3年以上

社員数｜正規雇用スタッフが3名以上300人以下（代表者を含む）

コーディネート機関との連携｜NPO法人ETIC.が指定するインターンシップコーディネート

機関との実施契約の締結ができること

※企業要件についてご不明な点がございましたらまずは事務局までお尋ねください。

募集テーマ

 新規事業やプロジェクトの立ち上げ

 新規営業・販促（マーケティング含む）プロジェクト

 新商品開発

 海外展開プロジェクト

 他、中小企業の経営革新に貢献するもの

採択数

合計３０社

※そのうち、「海外展開」を

行うプロジェクトは１０社程

度、特別枠として支援。
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プログラムコンテンツ

経営革新プロジェクトを設計するための「事業計画づくり」や、経営革

新を一歩前に進めるための「長期実践型インターンシップ」の導入支援
等により、経営革新を応援

事業ブラッシュアップ 実施支援金
全国の経営者

ネットワーク

「経営革新」を起こすための事
業計画を創り、メンターと一緒
にブラッシュアップを行いま
す。「経営革新プロジェクト」
の戦略を練る場です。

採択企業には実施支援金をお渡
ししています。経営革新プロ
ジェクトのために、自由にご活
用いただけます。

自社と同じようにインターン生
を活用している日本全国の経営
者ネットワークで、事業連携や
経営革新の意見交換等が行われ
ています。

【ブラッシュアップ回数】

1回目｜事業プレゼンテーション会

2回目｜中間研修

3回目｜修了報告会

※合計3回を予定。

【使途例】

✓ インターン生の活動支援金

✓ インターンコーディネート費

✓ プロジェクト実施経費

✓ インターン生の出張旅費

【経営者ネットワーク】

他地域の同業種の企業同士によ
るざっくばらんな相談や、海外展開
に向けた支援等のマッチングが行わ
れました。
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コンテンツ詳細（事業ブラッシュアップ：企業向け）

日本全国から多様な企業が六本木ヒルズに集合。「経営革新」のプロ

ジェクトについて、メンターとともに相互にブラッシュアップし、相談
しあいます。

✓ 事業ブラッシュアップは、様々な企業のイノベーション創出に貢献してきた方々をメンターと
し、「経営革新の方向性は正しいのか？」、「もっとより良い道はないのか？」、「インターン
生をどのように活用すればよいのか？」等について企業・コーディネーター・メンターの皆さま
でディスカッションする場です。

✓ 過去の参加企業の中には、この事業ブラッシュアップの場で、大幅に事業プランを見直し、大き
く前進した事例もあります。

✓ 事業ブラッシュアップは、事業プレゼンテーション会（審査会）、中間研修、修了報告会の3回に
わたり、各タイミングに応じてプランをブラッシュアップしていきます。

 事業ブラッシュアップの趣旨と目的
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コンテンツ詳細（事業ブラッシュアップ：企業向け）

第3期（前回）の採択企業アンケートにおいて満足度が最も高いコン
テンツは、事業ブラッシュアップ（中間研修・修了報告会）

本プログラムの中で、最も「良かった」と思う
コンテンツをお選びください。
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※第3期採択企業向け事後アンケートより

✓ プロジェクト設計が最も重要と感じました。その時
にＫＰＩ、ＫＧＩをしっかりインターン生と打合せ
をして、インターン生自身で進捗を確認できるよう
にすることが重要であると考えます。

✓ 受け入れ前のプロジェクト設計が大事だと感じてい
ます。

✓ プロジェクトの設計強化、マネージメントの体制、
経営者の意識を変えなければならないと感じまし
た。

✓ 経営者のビジョンと目標設定が一番重要で、それに
向けての如何にプロジェクトを設計するかが鍵とな
ると感じました。そのために人材選びは真剣に取り
組むべきで、本当に必要とする人材の具体像を描
き、コーディネート機関としっかり打ち合わせをし
て適切な人材を加える必要があると感じた。

✓ 審査会などで他企業様と交流したりお話を伺うこと
が刺激になり大変プラスになりました。このプログ
ラム以降も皆さんの進歩情報がわかるようなコンテ
ンツが欲しいです。

東京での中間研修会

審査会・修了報告会
における他社との交流

実施支援金の支給

インターン期間中の
コーディネーターによるサポート

修了報告会での振り返り

修了報告会での
代表者プレゼン

 参加企業コメント（アンケートより）
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海外展開をお考えの企業様へ

業種、業態を問わず、「海外展開」をお考えの企業の方には、各コンテ

ンツにおいて海外展開を加速させるメンターとのマッチングやコンテンツ
の用意をさせていただきます。

✓ 海外進出を考えており、国内でマー
ケティングやリサーチを行っている
企業

✓ 国内でのマーケティングを終え、現
地マーケティングに突入している企
業

✓ 海外進出が既に決まっており、現地
での販路開拓や新規営業をこれから
実施しようとしている企業

※インバウンド事業については本枠の対象とはなりま
せん。

※また、インターン期間中、最低1回は学生を海外出
張に連れていくことができる等、インターン生が主体
的にプロジェクトに取り組むことが出来る仕掛けを出
来る企業が対象です。

✓ 海外進出分野に強いメンターの配置

✓ メンターの連携による事業ブラッシュ
アップ

✓ 「海外展開」に特化した別枠の中間研
修

✓ 海外展開プロジェクトにおけるイン
ターン生活用方法のセミナー

 対象企業（いずれかに当てはまる企業が対象です。）  本枠における特典

採択数について

海外展開枠は、採択企業30社のう

ち、10社を想定しております。
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海外展開を通じた経営革新とインターンの活用事例①～丸八テント～

株式会社丸八テント商会（愛知県名古屋市）期間：12か月間

オリンピックの需要拡大に向けた海外人材育成！営業から基盤
づくりを学生が担う！

 実施の背景

✓ 60年以上、日本全国にオンリーワンのテントを提供してきた。

✓ 2012年にJAPANブランド育成事業に採択され、海外展開が本格化。ま
た、東南アジアの高温・多雨量という地域性によるテントのニーズが
高いことから新しい人材育成の基盤を東南アジアに置くことを決定。

✓ 新規プロジェクトを社長と共に立ち上げる学生を採用。

 実施におけるアウトプット

国内でのリサーチ後、実際にインドへ2回の出張、現地企業営業を5件行う。2回目
の出張では学生2名のみで現地入りをした。自社商品の魅力を自ら伝えるプレゼン
を行い現地の方から信頼獲得に成功。

学生による市場リサーチ現地出張

基盤づくりに成功

現地の大学との連携が確定。社長が構想していたイメージが実際に形となり、仕組
み化したものを学生が実践に移行している。
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海外展開を通じた経営革新とインターンの活用事例②～茅乃舎～

株式会社久原本家（福岡県糟屋郡久山町）期間：8か月間

老舗調味料メーカーの海外進出に向けた商品企画開発！

 実施の背景

✓ 122年の歴史を誇る「茅乃舎」、アジアへの海外進出を通じて日本食
のすばらしさを広めたいと考える。

✓ 日本人学生とアジアの留学生を組み合わせたチーム。留学生の母国の
情報、日本人学生の国内マーケティング力など、お互いの強みを活か
したプロジェクトチームを作る。

 実施におけるアウトプット

留学生の自国、中国市場でのニーズを把握。日本人学生と茅乃舎商品の現地試食会
を提案し、実施。わずか4時間で400食を完売。中国での「和風だし×お粥」の需要
が高いことを実証し、日本食の魅力を広めることができた。

ニーズの把握

中国向け通販サイトの構築

学生の提案により、中国人向け通販サイト構築が決定。中国国内のネット決済や物
流の仕組みも調査し、販売ができる体制を整えた。
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（参考）「経営革新」を目指すために…

人材・資金の両面から支援し、中小企業の経営革新に貢献

*1, *2ともに、中小企業庁委託「中小企業の新事業展開に関する調査」（2012年11月、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株））より

事業転換
した企業

（n=201）

多角化
した企業

（n=633）

新事業展開を
実施・検討した事が

無い企業
（n=1,690）

0% 100%

48.8

35.2

20.2

32.3 18.9

38.4 26.4

47.8 32.0

新
事
業
展
開

増加傾向 横ばい 減少傾向

0%

10%

20%

30%

40%

50%

人材不足 販路開拓
が困難

ノウハウ不足 資金不足

32.2

42.1

36.5 34.5

19.1

34.8
33.0

14.9

■小規模事業者
■中規模事業者

*1 *2

新事業展開に挑戦する企業は、業績が向上する傾向に。しかし、新規事

業を始める際の企業の課題の一つは「人材不足」。

 新事業展開実施有無の業績見通し（売上高）  新規事業創出に向けた課題

14



（参考）何故、インターンシップなのか？

今まで出会えなかった人材と、質の高いトライアルが出来る
*1（株）野村総合研究所「若年労働者活用実態に関するアンケート調査」（2005年11月）

48.
8

35.
2

*1

求める人材や必要な能力を
もった応募者が少ない

募集しても応募が集まらない

採用した人材が定着しない

高専や大学等との
ネットワークが弱い

採用を行う人材が不足

その他

0% 60%

59.2

32.2

24.9

10.8

6.7

6.0

20% 40%

採用における中小企業の課題は、第1位と第2位が「人材との
出会い」、第3位が人材が定着しないことによる「採用後のリ
スク」となっている。

中小企業の若者採用の課題は「求める人材と出会えないこと」と「離職リ
スク」。インターンシップを活用することで、新規事業の質の高いトラ
イアルをする機会となります。

今まで出会えなかった人材との出会い

採用後のリスクが低い

 中小企業の若者採用における課題  インターンシップのメリット

✓ インターンシップ生の中小企業選択のポイ
ントは「面白いプロジェクトであるか」。

✓ 新卒採用市場で中小企業が不利になりがち
な待遇面は、重視されない。これにより、
インターンシップであればこれまで出会え
なかった層との新しい出会いがある可能性
が生まれる。

インターンシップ生は「期間限定」の存在。長
期的な雇用リスクを抱えず、新事業に挑戦する
人材を確保できる。
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4000

250

万円

名

実施後の年間売上は4000万円
に。次年度には約1億円となり更
なる成長が見込まれる。

社長のビジョンが社内に共有され
る事で社員が会社の方向性を確認
でき、これまでより高い当事者意
識を持つようになった。

【売上の向上】

【社内活性】

（参考）中小企業経営革新の事例

給食事業会社が挑戦する「地産地消」プロジェクト！従来の
方法を覆す流通改革で農家のおいしい野菜を子供達に直接届
ける

 実施の背景

✓ 昭和41年から給食サービス事業開始し、グループ従業員250人、売上
高11億円の給食事業を成功させている。

✓ しかし、地元野菜は給食ではほぼ使用されていない事に問題意識を
もった社長が、JAを通さない、農家との直取引モデルを用いる事で、
給食での地産地消向上を目指した。

 実施におけるアウトプット

新規販売先を増やす事は農家によって負担となる
ため、反応は悪い。そんな農家の元にインターン
生が足を運び、農家と丁寧な信頼関係を築いた事
で積極的に協力してくれる農家が現れた。

協力してくれる農家の獲得

社長のビジョン可視化と社内浸透

社長が頭の中で思い描いていた今後のビジョンを
インターン生に話し、言語化することが出来た。
また、それを社員に共有し、今後の方向性を社内
全体で共有する事に成功した。

 実施におけるアウトカム
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参考｜経営革新インターンシップの社会的投資対効果（1期 事業評価より）

プロジェクト概要：酒井産業（株）

企業にとって

学生にとって

地域・コーディネート機関にとって

■社会的投資収益率

投資に対して…

の成果を創出！

■成果
• これまで取引がなく、また取引の取っ掛かりが無
かった保育園・幼稚園に対して、初めて営業のチャ
ンスを得た

• インターン生が丁寧に信頼関係を構築したことで、
受入先企業が市や保育園・幼稚園の園長会議などで
事業についてプレゼンテーションする機会を得た。

• 実際に「保育園３園」から売上を獲得した
• インターン生が新聞に取り上げられ、同社の木育事
業が新聞に取り上げられたことで、事業の認知度が
急速に高まった。

• 市内の保育園9園に対するニーズ調査や保育士向け木育
講座を8つの保育園で実施するなどして、3園から売上を上
げたことや、広報・マーケティング効果が非常に高かった。

• コーディネーターが企業と一緒に戦略を立てるなどして深く寄
与した結果、市としてインターンプログラムを実行することが正
式に決定するなど地域への高い波及効果があった。

伝統工芸木曽漆器の産地問屋として創業
した同社は木工製品、漆器木製品の卸等
を行っている。「木育」という新しい切
り口で国産材を使った玩具分野に乗り出
すべく、インターン生とともに販路開拓
を行った。

国産材を使った「木育」を推進する！
新規販路開拓に挑戦

• 就活観の変化や就職先を地元（長野）にすることへの深い
納得感などを得た。また、経営者目線でのモノの見方を学ぶ
等、普通の大学生ではできない経験を得た。
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